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12
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
等

◎
12
月
定
例
会

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
3
日
招
集
さ
れ
10
日
ま
で
の
8
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
に
は
、
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
案
件
6

件
、
条
例
等
に
関
す
る
案
件
6
件
、
計
12
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
議
で
は
3
人
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◎�

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・�

予
算
の
総
額
に
４
億
７
，
５
６

８
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
４
５
億
73
万
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
か
ら
４
，
０
７
５

万
１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

23
億
２
，
８
３
９
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
か
ら
１
０
０
万
６

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
28
億

７
，
７
３
４
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
２
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
に
80
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
億
６
１
５
万
９

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
２
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
に
１
７
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
６
億
６
，
５

８
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
２
年
度
上
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

・�

収
益
的
収
入
予
定
額
の
第
２
項

営
業
外
収
益
へ
４
０
２
万
７
千

円
を
追
加
。

　

�　

支
出
予
定
額
の
第
１
項
営
業

費
用
に
４
３
８
万
３
千
円
を
追

加
、
第
４
項
予
備
費
か
ら
35
万

６
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。

・�

資
本
的
収
入
予
定
額
の
第
２
項

国
庫
補
助
金
か
ら
20
万
円
を
減

額
、
第
３
項
町
補
助
金
か
ら
４

０
２
万
７
千
円
を
減
額
。

　

�　

支
出
予
定
額
の
第
１
項
建
設

改
良
費
へ
５
０
０
万
円
を
追

加
、
第
３
項
予
備
費
か
ら
５
０

０
万
円
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。

・�

議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流

用
で
き
な
い
経
費

（�

１
）
職
員
給
与
費
へ
35
万
６
千

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
・�

地
方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

・�

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の

改
正
等
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

・�

地
方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

・�

地
方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
農
業
集
落
排
水
事
業
受

益
者
分
担
金
条
例
の
一
部
改
正

・�

地
方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
条
例
の
一
部
改
正

・�

地
方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

請
願
第
１
号

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し

を
求
め
る
請
願

�

継
続
審
議

請
願
第
２
号

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
公
的
補
助
制
度
の
創
設
を

求
め
る
意
見
書
採
択
の
請
願

全
会
一
致
で
教
育
民
生
常
任
委
員

会
付
託
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令
和
２
年　
　
　
　

第
３
回
議
会
臨
時
会

　

11
月
６
日
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◎�

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・�

予
算
の
総
額
に
４
，
８
４
６
万

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

４
０
億
２
，
５
０
４
万
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・�

岩
渡
沢
川
改
修
（
１
工
区
）
工

事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・�

岩
渡
沢
川
改
修
（
２
工
区
）
工

事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・�

南
平
跨
線
橋
補
修
工
事
に
つ
い

て
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・�

学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備

備
品
（
そ
の
３
）
に
つ
い
て
、

契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

令
和
２
年　
　
　
　

第
４
回
議
会
臨
時
会

　

11
月
27
日
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◎
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

・�（
岩
渡
沢
川
改
修
（
２
工
区
）

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
）

�

報
告
済

◎
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

・�（
東
北
小
学
校
屋
外
教
育
環
境

施
設
整
備
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て
）

�

報
告
済

◎�

東
北
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・�

東
北
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
改
め
る
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・�

町
長
等
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
を
改
め
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・�
青
森
県
人
事
委
員
会
か
ら
の
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告
及

び
勧
告
に
鑑
み
、
職
員
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
改
め
る
も

の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決
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質
問
一
の
②　

県
や
近
隣
市
町

村
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
例
年
同
様
に
堅
実
な
予
算

編
成
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

質
問
一
の
③　

今
最
も
町
に
必

要
な
も
の
が
何
か
を
総
合
的
に

判
断
し
、
令
和
３
年
度
の
当
初

予
算
を
編
成
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

新
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
お
答

え
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ま
ず
、
１
点
目
の
新
年
度
予

算
の
増
減
は
あ
る
の
か
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
新
年
度
予
算
編

成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
東
北

町
財
務
規
則
に
基
づ
き
、
各
課
等

に
お
き
ま
し
て
様
々
な
政
策
や
制

度
等
に
対
応
し
、
粛
々
と
予
算
編

成
作
業
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
増
減
等
々
に
つ
き
ま
し
て
も

ま
だ
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
新
年
度
予
算

を
組
む
た
め
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
は

何
か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

和
田
議
員
も
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の

12
月
に
表
面
化
し
て
か
ら
既
に
１

年
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
収
束
を
見
せ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
、

県
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
例
年
同
様
に
堅

実
な
予
算
編
成
を
心
が
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

次
に
、
３
点
目
の
新
規
事
業
の

予
算
組
み
は
あ
る
の
か
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
１
点
目
及
び
２

点
目
の
ご
質
問
で
も
申
し
上
げ
ま

し
た
と
お
り
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
課
等
に
お
き
ま
し
て
、
新
年

度
に
お
け
る
事
業
計
画
や
制
度
改

正
に
伴
う
対
応
等
を
十
分
検
討
し

な
が
ら
当
初
の
予
算
要
求
書
を
作

和　田　勇　人　議員

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

質
問
一

①�

現
新
年
度
予
算
の
増
減
は
あ
る

の
か

②�

新
年
度
予
算
を
組
む
た
め
の
重

要
ポ
イ
ン
ト
は
何
か

③�

新
規
事
業
の
予
算
組
み
は
あ
る

の
か

　

平
成
17
年
３
月
31
日
に
旧
東
北

町
と
旧
上
北
町
が
合
併
し
て
新
東

北
町
が
誕
生
し
、
は
や
15
年
が
過

ぎ
、
そ
の
間
に
竹
内
氏
、
斗
賀
氏
、

現
在
の
蛯
名
町
長
と
３
代
の
町
長

が
誕
生
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
方
も
様
々
な
施
策
、
豊

富
な
知
識
、
人
脈
を
駆
使
し
、
将

来
の
東
北
町
発
展
の
た
め
物
す
ご

く
尽
力
さ
れ
、
今
の
東
北
町
が
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
蛯
名
町
長
は
、
斗
賀
町

政
時
代
に
副
町
長
と
し
て
長
年
に

わ
た
っ
て
町
長
の
下
、
町
政
や
施

策
、
い
ろ
い
ろ
な
予
算
等
に
携

わ
っ
て
き
た
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
町
政
に
経
験
豊

富
な
町
長
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
る
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
下
で

東
北
町
の
活
性
化
、
発
展
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
考
え
が
ど
う
予
算

に
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
将
来
の
東

北
町
の
方
向
性
を
示
す
た
め
に
非

常
に
重
要
だ
と
私
は
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
私
の
一
般
質

問
は
、
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
り
、
青
森
県
に
お
い
て
も
日
に

日
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
増
加
し
、

ま
た
国
の
対
応
も
二
転
三
転
す
る

中
、
予
算
の
編
成
作
業
は
一
層
厳

し
い
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
新
年

度
予
算
の
増
減
は
あ
る
か
。

　

次
に
、
新
年
度
予
算
を
組
む
た

め
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

　

３
つ
目
、
新
事
業
の
予
算
組
み

は
あ
る
の
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
３
点
、
答
弁
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

答　

弁

町　

長　

質
問
一
の
①　

増
減
等
々
ま
だ

確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
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成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
提
出
さ
れ
た
内
容
を
精

査
す
る
と
と
も
に
、
昨
今
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
様
々
な
状
況
下
に

お
き
ま
し
て
、
今
最
も
町
に
必
要

な
も
の
が
何
か
を
総
合
的
に
判
断

し
、
令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
を

編
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

沼　山　浩　幸　議員

東
北
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

質
問
一

①�

東
北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

そ
の
設
置
目
的
を
果
た
し
て
い

る
か
。

②�

再
供
用
に
当
た
り
、
入
浴
料
及

び
適
用
に
つ
い
て
現
状
の
ま
ま

で
い
い
の
か
、
あ
る
い
は
見
直

し
が
必
要
な
の
か
。

　

東
北
町
老
人
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

東
北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
公

衆
浴
場
は
、
昨
年
の
春
に
温
泉
井

戸
の
老
朽
化
に
伴
う
故
障
に
よ
り

供
用
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
温
泉
井
戸
を
新
設
し
、
浴

場
内
等
の
改
修
も
間
も
な
く
終
わ

り
、
再
開
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来

て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
や
役
割

に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
点
目
の
質
問
で
す
が
、

東
北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

そ
の
設
置
目
的
を
果
た
し
て
い
る

か
。
次
に
、
２
点
目
の
質
問
で
す

が
、
現
在
の
東
北
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
条
例
は
両
町
合
併
時
に
制

定
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
時
代
の

経
過
と
と
も
に
現
状
に
合
わ
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

再
供
用
に
当
た
り
、
入
浴
料
及
び

適
用
に
つ
い
て
現
状
の
ま
ま
で
い

い
の
か
、
あ
る
い
は
見
直
し
が
必

要
な
の
か
、
検
討
す
べ
き
だ
と
私

は
考
え
ま
す
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
お
聞
か
せ
願

い
ま
す
。

東
北
町
の
農
業
に
つ
い

て 質
問
二

①�

こ
れ
か
ら
の
東
北
町
農
業
は
何

を
目
指
す
の
か
。
具
体
的
な
振

興
策
は
何
か
。

　

東
北
町
農
業
に
つ
い
て
質
問
い

た
し
ま
す
。
我
が
町
の
発
展
は
、

農
業
、
水
産
業
、
畜
産
な
ど
、
１

次
産
業
の
成
長
な
く
し
て
は
あ
り

得
な
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
農

業
に
お
い
て
は
、
県
内
は
お
ろ

か
、
全
国
で
も
有
数
の
産
地
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
は
先
人
た
ち
、
先
輩
方

の
大
変
な
ご
苦
労
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
今
に
至
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
何
よ
り
も
農

家
の
方
々
の
想
像
を
超
え
る
よ
う

な
献
身
的
な
努
力
の
た
ま
も
の
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
子
供
た

ち
に
は
同
じ
苦
労
は
さ
せ
た
く
な

い
と
か
、
自
分
の
代
で
農
業
を
終

わ
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
と
い
う

ふ
う
な
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
東
北
町
に
生
ま
れ
た
こ
と
、

農
家
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

町
は
道
し
る
べ
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
質
問
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
東
北
町
農
業
は
何
を

目
指
す
の
か
。
そ
し
て
、
具
体
的

な
振
興
策
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

答　

弁

　

町　

長　

質
問
一
の
①　

当
セ
ン
タ
ー
は

保
健
衛
生
課
の
ほ
か
東
北
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
運
営
協
力
を

お
願
い
し
て
お
り
、
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
中
心
に
町
民
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問
一
の
②　

施
設
再
開
後
の

利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
二
の
①
東
北
町
の
地
域
特

性
を
生
か
し
、
生
産
技
術
の
向

上
に
よ
る
農
家
所
得
の
増
加
を

図
り
、
生
産
者
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
の
連
携
、
協
力
を
推
進

し
な
が
ら
、
関
係
各
位
が
一
丸

と
な
っ
て
東
北
町
の
農
業
の
持

続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

質
問
事
項
一
の
東
北
町
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
お
答

え
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
点
目
の
東
北
町
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
設
置
目

的
を
果
た
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
は
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保
健
衛
生
課
の
ほ
か
東
北
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
運
営
協
力
を
お
願

い
し
て
お
り
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

中
心
に
町
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
東
北
町
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
設
置
目

的
に
あ
る
と
お
り
、
保
健
衛
生
課

や
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
が
来

場
者
か
ら
の
各
種
相
談
に
応
ず
る

と
と
も
に
、
温
泉
に
よ
る
健
康
増

進
や
教
養
の
向
上
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
た
め
の
機
会
や
場

所
を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
住
民

の
福
祉
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
理
解
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
公
衆
浴
場
等

の
再
供
用
に
当
た
り
、
入
浴
料
及

び
適
用
に
つ
き
ま
し
て
現
状
の
ま

ま
で
い
い
の
か
、
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
か
検
討
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

入
浴
料
及
び
適
用
の
見
直
し
は
必

要
で
あ
る
と
の
見
解
で
あ
り
ま
す
。

施
設
再
開
後
の
利
用
状
況
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

続
い
て
、
質
問
事
項
二
の
東
北

町
農
業
に
つ
い
て
お
答
え
を
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
東
北
町
農

業
は
何
を
目
指
す
の
か
、
具
体
的

な
振
興
策
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
町

の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
は
、

我
が
町
に
と
っ
て
重
要
な
基
幹
産

業
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
農
業
を
守
り
、
継
承
し
、
発

展
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

先
人
に
よ
る
取
組
は
、
産
地
を
守

り
、
育
て
、
発
展
さ
せ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
改
め
て
農
家
及
び
関
係

機
関
の
皆
様
の
ご
努
力
に
対
し
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

改
善
策
の
一
つ
と
し
て
、
労
働
力

不
足
を
補
う
た
め
の
機
械
化
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

経
営
継
続
の
た
め
の
機
械
導
入
補

助
の
活
用
に
よ
り
、
多
く
の
経
営

体
が
機
械
の
導
入
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
の
機
械
導
入

や
、
関
連
す
る
資
格
取
得
へ
の
関

心
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
農
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
ド

ロ
ー
ン
や
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
促
進

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
農
業
経
営

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
有
効

な
振
興
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
地
域
の
農
業
、
農

地
を
守
る
た
め
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
実
質
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
将
来
の
担
い
手

と
農
地
等
に
つ
い
て
地
域
で
話
し

合
い
、
農
地
利
用
や
地
域
農
業
の

担
い
手
の
在
り
方
を
決
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
実
質
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
各
種
支
援
事
業
が

措
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
農
家
や

地
域
で
の
話
合
い
を
進
め
な
が
ら
、

多
様
な
経
営
体
や
担
い
手
に
よ
る

農
業
の
下
支
え
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
土
場
川
地
区
、
赤
川
地

区
の
基
盤
整
備
、
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
に
お
け
る
農
道
、
農

業
用
排
水
路
整
備
事
業
及
び
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
と
い
っ
た
事

業
を
継
続
し
、
農
業
、
農
村
の
多

面
的
な
機
能
の
維
持
、
発
展
の
た

め
の
支
援
、
相
談
業
務
を
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
と
も
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
、
農
、
畜
、
水
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、
認
知
度
の
向
上
、
販

路
拡
大
で
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
保
護
す
る
地
理
的
表
示
保
護

制
度
、
Ｇ
Ｉ
に
小
川
原
湖
産
大
和

シ
ジ
ミ
が
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
第
２
、
第
３
の
登
録
を
目
指

し
、
今
ま
で
以
上
に
農
、
畜
、
水

産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
業
で
は
当
町
に
あ

る
家
畜
診
療
所
に
お
き
ま
し
て
、

人
工
的
に
一
卵
性
双
子
牛
を
つ
く

り
出
す
先
進
技
術
に
成
功
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
画
期
的
な
技
術
を

生
か
し
な
が
ら
、
繁
殖
雌
牛
の
減

少
抑
止
や
子
牛
の
増
産
な
ど
に
よ

り
、
地
域
の
生
産
力
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
も
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
今
後
増
加
す
る
と

思
わ
れ
る
農
業
生
産
工
程
管
理

（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
等
の
各
種
認
定
の
取

得
や
、
新
た
な
取
組
を
通
し
て
技

術
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
、
東
北

町
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、
生
産

技
術
の
向
上
に
よ
る
農
家
所
得
の

増
加
を
図
り
、
生
産
者
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
の
連
携
、
協
力
を
推

進
し
な
が
ら
、
関
係
各
位
が
一
丸

と
な
っ
て
東
北
町
の
農
業
の
持
続

的
な
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

市　川　俊　光　議員
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市　川　俊　光　議員

第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
つ
い
て

質
問
一

①�

そ
の
策
定
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

②�

現
在
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

の
か
、
現
状
維
持
と
な
る
の
か
、

ま
た
引
下
げ
に
な
る
の
か
、
見

通
し
は
ど
う
か
。

　

ま
ず
最
初
に
、
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
つ
い
て
２
点
質
問

い
た
し
ま
す
。
１
点
目
、
介
護
保

険
事
業
は
、
３
年
ご
と
に
見
直
し

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
来

年
４
月
か
ら
は
第
８
期
介
護
保
険

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
現
在

新
し
い
介
護
保
険
事
業
計
画
の
準

備
中
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

策
定
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
策

定
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
点
目
、
現
在
の
第
７
期
の
介

護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
我

が
町
の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は

県
内
で
一
番
、
そ
し
て
全
国
で
も

10
本
の
指
に
入
る
高
い
負
担
の
保

険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
策

定
作
業
中
の
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
、
介
護
保
険
料
は
ど

の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
見
通
し
な

の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
以
上
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
の
か
、
現
状
維
持

と
な
る
の
か
、
ま
た
引
下
げ
に
な

る
の
か
、
見
通
し
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
に
つ
い
て

質
問
二

①�

そ
の
申
請
や
減
免
実
施
の
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
よ
る
収
入
の
減
少
に
対
し
て
、

我
が
町
で
も
国
の
支
援
の
下
、
国

民
健
康
保
険
税
を
減
免
す
る
措
置

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
の
移
動

や
外
食
は
控
え
ら
れ
て
い
る
中
で
、

観
光
、
飲
食
な
ど
の
業
種
で
は
、

大
き
く
収
入
が
落
ち
込
ん
で
お
り
、

こ
れ
ら
に
関
わ
る
国
保
世
帯
で
の

収
入
減
も
深
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
に
お
い
て
、

既
に
準
備
さ
れ
て
い
る
支
援
策
が

必
要
と
さ
れ
る
人
々
に
し
っ
か
り

と
届
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
す
。
町
が
実
施
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
措
置
は
、
そ
の
申
請
や
減
免

実
施
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
状

況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

就
学
援
助
金
に
つ
い
て

質
問
三

①�

就
学
援
助
金
の
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
を
３
月
の
支
給
に

改
善
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

　

次
に
、
就
学
援
助
金
に
つ
い
て

質
問
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

下
、
ど
の
家
庭
の
子
供
も
適
切
に

教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政

が
し
っ
か
り
と
就
学
を
支
え
る
こ

と
が
必
要
な
と
き
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
家
庭
が
経
済
的
な
困
難
を

抱
え
て
い
る
児
童
生
徒
に
は
、
就

学
が
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う
、
就

学
援
助
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
は
、
我
が
町
で

は
入
学
後
の
４
月
に
支
給
さ
れ
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
入

学
を
準
備
す
る
時
期
に
必
要
と
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
入
学
前
の
３

月
に
支
給
で
き
れ
ば
、
必
要
と
す

る
ご
家
庭
に
と
っ
て
と
て
も
助
か

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
就
学
援
助

金
の
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

を
３
月
の
支
給
に
改
善
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ご

見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
事
務
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て

質
問
四

①�

こ
れ
か
ら
実
施
さ
れ
る
各
選
挙

に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
を
防
ぐ
対
策
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

②�

選
挙
の
開
票
状
況
や
結
果
を
東

北
町
テ
レ
ビ
で
生
中
継
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　

最
後
に
、
選
挙
事
務
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
２
点
お
尋
ね

し
ま
す
。
我
が
町
で
は
、
来
年
４

月
に
町
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
衆
議
院
の
解
散
総

選
挙
も
早
け
れ
ば
年
明
け
早
々
に
、

遅
く
と
も
来
年
10
月
ま
で
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍

の
下
で
も
、
多
く
の
町
民
が
投
票

を
棄
権
す
る
こ
と
な
く
政
治
へ
の

願
い
を
託
す
１
票
を
投
じ
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
公

職
選
挙
法
の
下
で
実
施
さ
れ
る
各

選
挙
に
お
い
て
、
投
票
や
開
票
が

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
防
止
し
な

が
ら
安
全
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必

東　北　町　議　会　だ　よ　り 第63号7（　）令和３年２月18日



　

答　

弁

　

町　

長　

質
問
一
の
①
東
北
町
介
護
保
険

運
営
協
議
会
に
諮
問
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

度
の
会
議
は
４
回
開
催
予
定
で

あ
り
、
現
状
の
分
析
や
地
域
課

題
の
検
討
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

見
込
量
の
設
定
な
ど
を
行
い
な

が
ら
事
業
計
画
を
策
定
し
、
介

護
保
険
料
の
設
定
も
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
一
の
②
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
、
地
域
支
援
事
業
費

な
ど
の
見
込
量
推
計
に
つ
い
て
、

今
年
度
ま
で
の
給
付
費
実
績
等

を
踏
ま
え
、
現
在
介
護
保
険
運

営
協
議
会
で
審
議
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
報
酬
改
定

及
び
処
遇
改
善
等
に
伴
う
報
酬

改
定
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
国
か
ら
示
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
を
基
に
第
８
期
介
護
保
険
料

基
準
額
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

質
問
二
の
①
本
年
12
月
１
日
現

在
で
申
請
件
数
が
６
件
あ
り
、

６
件
全
て
が
減
免
対
象
で
減
免

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

質
問
事
項
一
の
第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
つ
い
て
お
答
え
を
い

た
し
ま
す
。
ま
ず
、
１
点
目
の
第

８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

状
況
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
介
護
保
険

事
業
計
画
は
３
年
間
を
１
期
と
し

て
策
定
さ
れ
、
第
８
期
事
業
計
画

の
期
間
は
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
北
町
介
護

保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

度
の
会
議
は
４
回
開
催
予
定
で
あ

り
、
現
状
の
分
析
や
地
域
課
題
の

検
討
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量

の
設
定
な
ど
を
行
い
な
が
ら
事
業

計
画
を
策
定
し
、
介
護
保
険
料
の

設
定
も
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

次
に
、
第
８
期
の
介
護
保
険
料

の
見
通
し
は
ど
う
か
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
料
の
設

定
は
、
第
１
号
被
保
険
者
数
と
所

得
段
階
割
合
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
、
地
域
支
援
事
業
費
な

ど
の
見
込
量
の
設
定
を
行
い
、
そ

れ
を
軸
に
町
介
護
保
険
運
営
協
議

会
で
審
議
さ
れ
、
介
護
保
険
料
が

設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

第
８
期
の
介
護
保
険
料
の
見
通

し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、
地
域
支
援
事

業
費
な
ど
の
見
込
量
推
計
に
つ
い

て
、
今
年
度
ま
で
の
給
付
費
実
績

等
を
踏
ま
え
、
現
在
介
護
保
険
運

営
協
議
会
で
審
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
報
酬
改
定
及

び
処
遇
改
善
等
に
伴
う
報
酬
改
定

率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
国
か

ら
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
基
に
第
８

期
介
護
保
険
料
基
準
額
が
設
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
質
問
事
項
二
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
に
係
る
申
請
の
状
況
と
減
免

の
状
況
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
本
年
12
月
１
日
現
在
で
申
請

件
数
が
６
件
あ
り
、
６
件
全
て
が

減
免
対
象
で
減
免
と
な
り
ま
し

た
。
減
免
額
は
、
６
件
合
計
で

１
２
６
万
１
，
６
０
０
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
質
問
事
項
三
の

就
学
援
助
金
及
び
質
問
事
項
四
の

選
挙
事
務
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

つ
い
て
の
ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
の
後
教
育
長
及
び
選
挙
管

理
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

要
で
す
。
こ
れ
か
ら
実
施
さ
れ
る

各
選
挙
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
を
防
ぐ
対
策
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
、
選
挙
実
務
に
お
け

る
感
染
症
対
策
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

２
点
目
、
選
挙
の
開
票
結
果
は
、

と
て
も
町
民
の
関
心
が
高
い
と
こ

ろ
で
す
。
開
票
の
状
況
や
結
果
を

東
北
町
テ
レ
ビ
で
生
中
継
し
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
町
民
に
届
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
開
票
所
に
足
を

運
ば
な
く
て
も
そ
れ
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
開
票
所
で
の
人
の
接
触

機
会
を
減
ら
し
感
染
防
止
に
役
立

ち
ま
す
。

　

ま
た
、
東
北
町
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
政
治
参
加
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
、
町
民
の
行
政
参
加
へ
の
意

識
が
高
ま
る
契
機
に
も
な
り
得
る

と
考
え
ま
す
。
選
挙
の
開
票
状
況

や
結
果
を
東
北
町
テ
レ
ビ
で
生
中

継
す
る
お
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
質
問
と
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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答　

弁

　

教
育
長　

質
問
三
の
①
令
和
３
年
４
月
入

学
の
児
童
生
徒
か
ら
３
月
支
給

を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

私
か
ら
質
問
事
項
三
、
就
学
援

助
金
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま

す
。

　

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の

支
給
時
期
に
つ
い
て
、
現
在
支
給

時
期
が
４
月
で
あ
る
が
、
入
学
準

備
時
期
の
３
月
ま
で
の
支
給
に
改

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
当
町
の
就
学

援
助
費
に
は
入
学
準
備
金
と
い
う

区
分
で
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

小
学
校
及
び
中
学
校
へ
入
学
す
る

準
要
保
護
家
庭
の
新
１
年
生
の
児

童
生
徒
を
対
象
に
、
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
等
と
し
て
支
給
し

て
き
ま
し
た
。
小
学
校
１
年
生
に

は
４
万
６
０
０
円
、
中
学
１
年
生

に
は
４
万
７
，
４
０
０
円
を
、
４

月
に
対
象
の
児
童
生
徒
の
入
学
が

確
定
し
て
か
ら
該
当
す
る
保
護
者

に
対
し
て
支
給
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
３
月
の
新
入
学
児
童
生

徒
へ
の
支
給
に
つ
き
ま
し
て
、
他

市
町
村
の
動
向
も
踏
ま
え
、
入
学

前
の
支
給
が
可
能
か
ど
う
か
検
討

し
ま
し
た
。
県
内
の
支
給
時
期
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
40
市
町

村
中
16
市
町
村
で
３
月
支
給
を

行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
し
た
。

　

３
月
支
給
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
当
町

に
お
い
て
も
新
入
学
の
準
備
に
係

る
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
に
も
、
令
和
３
年
４
月
入
学
の

児
童
生
徒
か
ら
３
月
支
給
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

答　

弁

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

質
問
四
の
①
今
後
行
わ
れ
る
各

選
挙
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
23

投
票
所
及
び
開
票
所
に
お
い
て

も
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
設

置
、
投
開
票
事
務
に
当
た
る
職

員
の
マ
ス
ク
及
び
手
袋
着
用
、

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
設
置
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
さ
ら
に
は
投
開
票
所
の

換
気
を
適
宜
行
う
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質
問
四
の
②
生
中
継
を
行
う
に

は
開
票
会
場
か
ら
の
映
像
を
送

受
信
す
る
た
め
の
機
器
等
を
新

た
に
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
現
在
の
自
主
放
送
設
備
で

は
生
中
継
は
対
応
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
何

と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

続
い
て
、
私
か
ら
質
問
事
項
四

の
選
挙
事
務
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

に
つ
い
て
を
お
答
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
点
目
の
公
職
選
挙
法

の
下
で
行
わ
れ
る
各
選
挙
の
投
票

や
開
票
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
は
ど
う
取
り
組
む
の

か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お

け
る
各
選
挙
の
投
票
所
等
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
総
務
省
及
び
県
の

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
も
選
挙
の

管
理
執
行
に
お
い
て
徹
底
し
た
感

染
防
止
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
周

知
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
行
わ
れ
る
各
選
挙
に
つ
い

て
は
、
当
町
の
23
投
票
所
及
び
開

票
所
に
お
い
て
も
、
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
の
設
置
、
投
開
票
事
務
に

当
た
る
職
員
の
マ
ス
ク
及
び
手
袋

着
用
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
設

置
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

の
確
保
、
さ
ら
に
は
投
開
票
所
の

換
気
を
適
宜
行
う
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
投
票
所
に
来
ら
れ
る
有

権
者
の
皆
様
に
も
、
町
広
報
や
チ

ラ
シ
な
ど
に
よ
り
、
マ
ス
ク
の
着

用
や
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な

ど
の
感
染
防
止
策
に
関
す
る
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
開
票
の
状
況

と
結
果
に
つ
い
て
は
、
東
北
町
テ

レ
ビ
で
生
中
継
す
る
考
え
は
な
い

か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
担
当

課
に
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
生

中
継
を
行
う
に
は
開
票
会
場
か
ら

の
映
像
を
送
受
信
す
る
た
め
の
機

器
等
を
新
た
に
用
意
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
現
在
の
自
主
放
送
設

備
で
は
生
中
継
は
対
応
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
何

と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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各
委
員
会
の
活
動
（
10
月
～
12
月
）

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開 

催 
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

10
月
５
日

11
月
18
日

⑴
委
員
長
互
選
に
つ
い
て

⑵
副
委
員
長
互
選
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査

　

⑴
企　

画　

課　

①
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑵
税　

務　

課　

①
令
和
２
年
10
月
末　

町
税
等
収
入
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②
軽
四
輪
等
に
係
る
自
動
車
税
の
滞
納
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑶
総　

務　

課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑷
東
北
支
所
・
選
挙
管
理
委
員
会　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑸
財　

政　

課　

・
補
正
予
算
の
説
明

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

10
月
５
日

11
月
19
日

12
月
18
日

⑴
委
員
長
互
選
に
つ
い
て

⑵
副
委
員
長
互
選
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査

　

⑴
建　

設　

課　

①�

岩
渡
沢
川
改
修
（
２
工
区
）
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
係

る
専
決
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②�

岩
渡
沢
川
寒
水
橋
下
流
の
借
地
箇
所
に
お
け
る
不
等
沈
下
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑵
下 

水 

道 

課　

①�

主
要
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
（
公
共
下
水
道
事
業
・
合
併

浄
化
槽
事
業
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑶
農
林
水
産
課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑷
商
工
観
光
課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑸
水　

道　

課　

・
補
正
予
算
の
説
明

所
管
事
務
調
査

　

⑴
建　

設　

課　

①�

岩
渡
沢
川
改
修
（
１
工
区
）
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
係

る
専
決
処
分
に
つ
い
て

★
教
育
民
生
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

10
月
５
日

11
月
20
日

⑴
委
員
長
互
選
に
つ
い
て

⑵
副
委
員
長
互
選
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査

　

⑴
福　

祉　

課　

①
東
北
町
医
療
費
助
成
事
業
に
係
る
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑵
学　

務　

課　

①�

東
北
小
学
校
屋
外
教
育
環
境
施
設
整
備
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
工
事

請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
係
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑶
町　

民　

課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑷
保
健
衛
生
課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑸
社
会
教
育
課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑹
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

・
補
正
予
算
の
説
明

★
議
会
運
営
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

10
月
５
日

11
月
30
日

⑴
委
員
長
互
選
に
つ
い
て

⑵
副
委
員
長
互
選
に
つ
い
て

⑴
会
期
日
程
に
つ
い
て

　

①
令
和
２
年
第
４
回
東
北
町
議
会
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要

　

②
議
会
提
出
案
件
（
予
定
）
等

　

③
一
般
質
問
通
告
状
況

⑵
請
願
・
陳
情
書
等
の
取
扱
に
つ
い
て

★
基
地
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

12
月
22
日

12
月
23
日

要
望
活
動
（
大
島
理
森
後
援
会
事
務
所
）

要
望
活
動
（
東
北
防
衛
局
）
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★
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

10
月
１
日

11
月
５
日

12
月
10
日

12
月
22
日

12
月
23
日

⑴
小
川
原
湖
底
質
調
査
結
果
に
つ
い
て

⑵
姉
沼
・
内
沼
に
お
け
る
水
質
調
査
に
つ
い
て

⑶
高
瀬
川
水
系
で
の
国
・
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑷
公
共
浄
化
槽
整
備
事
業
に
つ
い
て

⑸
令
和
２
年
度
要
望
活
動
に
つ
い
て

⑴
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
等
に
つ
い
て

⑵
合
併
浄
化
槽
設
置
に
か
か
る
助
成
に
つ
い
て

⑴
令
和
２
年
度
要
望
活
動
に
お
け
る
要
望
事
項
の
追
加
に
つ
い
て

要
望
活
動
（
高
瀬
川
河
川
事
務
所
、
大
島
理
森
後
援
事
務
所
）

要
望
活
動
（
東
北
地
方
整
備
局
）

★
議
会
広
報
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

10
月
21
日

⑴
議
会
だ
よ
り
第
62
号
の
編
集
に
つ
い
て

★
全
員
協
議
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

11
月
6
日

11
月
27
日

⑴
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金
の
要
件
変
更
に
つ
い
て

⑵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
追
加
事
業
の
内
容

変
更
に
つ
い
て

⑴
水
産
物
加
工
施
設
の
概
要
に
つ
い
て

★
分
庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

12
月
18
日

⑴
分
庁
舎
に
係
る
検
討
状
況
に
つ
い
て

○
総
務
企
画
常
任
委
員
会

�

（
11
月
18
日
開
催
）

　

委
員
長　

和　

田　

勇　

人

所
管
事
務
調
査
結
果

〈
11
月
18
日
〉

企
画
課
関
係

●��

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
説

明
を
受
け
た
。

【
質
疑
】
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
は
寄
付
額
の
何
割
か
。

【
回
答
】
返
礼
品
は
地
場
産
品
で

寄
付
額
の
30
％
以
内
で
す
。

　

総
務
省
の
返
礼
品
割
合
基
準
以

内
の
返
礼
品
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
質
疑
】
目
的
を
持
っ
た
寄
付
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
寄
付
の
目
的
別
は
5
事

業
あ
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
実
績
は
、

1�　

小
川
原
湖
を
中
心
と
し
た
自

然
環
境
の
保
全
に
資
す
る
事
業

�

98
件　

２
，
３
０
８
千
円

２�　

地
域
の
交
流
と
産
業
育
成
の

た
め
の
事
業

　

�

21
件　

２
４
０
千
円

３�　

子
供
を
産
み
、
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

�

68
件　

１
，
１
４
１
千
円

４�　

将
来
の
ま
ち
を
担
う
人
材
育

成
の
た
め
の
事
業

�

35
件　

５
８
３
千
円

5�　

そ
の
他
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
町
長
が
必
要
と
認

め
る
事
業

４
５
８
件　

１
８
，
７
１
８
千
円

　

合
計
６
８
０
件　

２
２
，
９
９

０
千
円
の
寄
付
で
す
。

税
務
課
関
係

●�

令
和
２
年
10
月
末　

町
税
等
収

入
状
況
に
つ
い
て
、
説
明
を
受

け
た
。

【
質
疑
】
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ

え
し
た
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
売
却
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
当
町
で
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。

委
員
会
報
告

ふるさと納税の状況について� 令和２年９月３０日現在

� 年度
項目

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２
９月末

寄付者件数 15 件 134 件 349 件 661 件 599 件
寄附金額 2,855,000 円 7,710,000 円 8,350,000 円 22,990,000 円 8,975,000 円
利息 236 円 873 円 1,175 円 1,585 円 38 円
基金積立金 2,855,236 円 7,710,873 円 8,351,175 円 22,991,585 円 8,975,038 円
基金繰入金 4,500,000 円 3,000,000 円 6,600,000 円 11,000,000 円 0 円
年度末残高 14,667,716 円 19,378,589 円 21,129,764 円 33,121,349 円 - 円
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・令和２年１０月末　町税等収入状況について
町税等収入状況調� （単位：円、％）

�� 区　分
税　目 予算額 調定済額 収入済額 徴収率 昨年同

期
増減

(ポイント)

現　
　

年

町民税
個　人 513,170,000� 625,837,854� 318,748,678� 50.9� 51.5� ▲�0.6

法　人 70,000,000� 43,983,800� 40,571,444� 92.2� 92.6� ▲�0.4

固定資産税 780,292,000� 848,424,600� 695,920,180� 82.0� 82.0� 0.0

国有資産等所在市町村交付
金 24,538,000� 24,538,400� 24,538,400� 100.0� 100.0� 0.0

軽自動車税
種別割 61,641,000� 64,831,000� 61,827,100� 95.4� 94.0� 1.4

環境性能割 4,000,000� 1,621,600� 1,621,600� 100.0� 0.0� 100.0

たばこ税 148,626,000� 72,224,506� 72,224,506� 100.0� 100.0� 0.0

入湯税 615,000� 280,200� 280,200� 100.0� 100.0� 0.0

国民健康保険税 470,160,000� 490,375,000� 239,556,900� 48.9� 47.5� 1.4

現年度分計 2,073,042,000� 2,172,116,960� 1,455,289,008� 67.0� 66.5� 0.5

繰　
　

越

町民税
個　人 9,000,000� 45,499,152� 7,546,989� 16.6� 11.9� 4.7

法　人 500,000� 1,120,200� 263,100� 23.5� 8.6� 14.9

固定資産税 9,000,000� 66,551,332� 7,732,957� 11.6� 6.8� 4.8

軽自動車税 1,100,000� 7,854,625� 996,550� 12.7� 9.0� 3.7

国民健康保険税 29,205,000� 189,140,720� 26,080,343� 13.8� 9.1� 4.7

滞納繰越分計 48,805,000� 310,166,029� 42,619,939� 13.7� 9.0� 4.7

合　　　　計 2,121,847,000� 2,482,282,989� 1,497,908,947� 60.3� 58.2� 2.1

令和２年10月末時点の青森県市町村税滞納整理機構への移管状況
　�移管人数�140人　�移管額計�292,511,291円
　　区��分　　　　　　　 件数　　　　 �人数　　　　税額
　　町県民税　　　　　　523件　　　　 76人　　　9,690,459円
　　固定資産税　　　　　162件　　　　 34人　　　1,523,594円
　　軽自動車税　　　　　 83件　　　　 27人　　　 �365,763円
　　国民健康保険税　　　732件　　　　 91人　　��11,008,239円

令和２年度の新規移管者 10人　移管金額�5,982,147円

令和元年度・平成30年度�町税・国民健康保険税欠損処分比較内訳
地方税法第18条（５年の時効完成）
　5,058件　829人　55,931,846円
地方税法第15条の７第４項（３ヶ年経過による消滅）
　��488件　��49人　��6,122,688円
地方税法第15条の７第５項（３ヶ年経過前による消滅）
　��704件　��35人　��8,363,140円

【
質
疑
】
滞
納
の
状
況
は
、
令
和

元
年
度
と
2
年
度
を
比
較
し
て
改

善
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
の
か
。

【
回
答
】
長
い
ス
パ
ン
で
見
た
場

合
は
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
変
動
が

あ
る
た
め
単
純
に
改
善
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

●�

軽
四
輪
等
に
係
る
自
動
車
税
の

滞
納
状
況
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
た
。
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・軽四輪等に係る自動車税の滞納状況について
滞納車両一覧� R2.9.15現在

年　　度 H30 H31 R2 H30・Ｈ31・Ｒ2連続

車　　種 人数 台数 金額 人数 台数 金額 人数 台数 金額 人数 台数 金額

軽四輪貨物（営業用） 2 2 9,000 3 3 13,500 4 4 18,000 2 2 9,000

軽四輪貨物（自家用） 60 73 425,000 69 87 508,000 101 120 675,000 33 43 258,000

軽四輪乗用（自家用） 56 61 754,200 93 103 1,212,900 181 203 2,242,800 31 34 438,600

二輪の小型自動車 2 3 18,000 2 5 30,000 2 9 54,000 2 3 18,000

小　　計 120 139 1,206,200 167 198 1,764,400 288 336 2,989,800 68 82 723,600

軽二輪 4 4 14,400 4 4 14,400 5 5 18,000 3 3 10,800

原付第一種 33 38 76,000 39 44 88,000 52 58 116,000 23 23 46,000

原付第二種（乙） － － － － － － 1 1 2,000 － － －

小型特殊（農耕用） 45 65 130,000 54 84 168,000 83 145 290,000 30 42 84,000

小型特殊（農耕外） － 1 5,900 － － － － － － － － －

ミニカー 1 1 3,700 1 1 3,700 1 2 7,400 1 1 3,700

被けん引車（二輪） 1 1 3,600 1 1 3,600 1 1 3,600 1 1 3,600

小　　計 84 110 233,600 99 134 277,700 143 212 437,000 58 70 148,100

合　　計 204 249 1,439,800 266 332 2,042,100 431 548 3,426,800 126 152 871,700

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

（
11
月
19
日
開
催
）

　

委
員
長　

沼　

山　

英　

隆

所
管
事
務
調
査
結
果

〈
11
月
19
日
〉

建
設
課
関
係

●��

岩
渡
沢
川
改
修
（
2
工
区
）
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
係

る
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
説
明

を
受
け
た
。

●��

岩
渡
沢
川
寒
水
橋
下
流
の
借
地

箇
所
に
お
け
る
地
盤
沈
下
に
つ

い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

概　

要

　

令
和
2
年
4
月
に
平
成
30
年
度

の
岩
渡
沢
川
改
修
工
事
で
矢
板
護

岸
が
変
位
し
、
か
ご
マ
ッ
ト
護
岸

型
式
の
補
修
工
事
を
し
た
現
場
付

近
で
、
管
理
用
道
路
と
水
田
が
5

～
30
㎝
程
度
の
不
等
沈
下
を
確
認

し
た
。

　

現
地
を
解
析
し
た
結
果
、
管
理

用
道
路
に
つ
い
て
計
画
高
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
交
通
荷
重
を
考

慮
す
る
と
1
．
54
ｍ
の
盛
土
を
必

要
と
し
、
沈
下
収
束
ま
で
に
約
2

年
8
ヶ
月
の
時
間
が
掛
か
る
結
果

と
な
っ
た
。

　

当
該
箇
所
は
す
で
に
供
用
開
始

し
て
い
る
区
間
の
た
め
、
沈
下
す

る
度
に
盛
土
を
繰
り
返
す
事
し
か

で
き
な
い
た
め
、
さ
ら
に
長
期
に

わ
た
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

今
後
は
調
査
観
測
を
し
な
が
ら

水
田
地
権
者
と
も
協
議
し
、
方
針

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
質
疑
】
矢
板
護
岸
工
法
か
ら
か

ご
マ
ッ
ト
護
岸
型
式
工
法
へ
変
更

し
た
事
に
よ
り
沈
下
し
た
の
か
。

【
回
答
】
工
法
の
変
更
に
よ
り
高

有
機
質
土
の
部
分
か
ら
水
が
抜
け

て
沈
下
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
。

【
質
疑
】
沈
下
は
永
遠
と
続
く
可

能
性
が
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
長
い
期
間
で
沈
下
し
て

い
く
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

【
質
疑
】
水
田
の
地
権
者
が
耕
作

す
る
に
支
障
を
き
た
す
と
思
う
が
、
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そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

【
回
答
】
借
地
を
継
続
し
ま
す
が
、

余
り
に
も
酷
い
状
況
で
あ
れ
ば
地

権
者
の
同
意
を
得
て
買
収
し
、
管

理
地
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
質
疑
】
水
田
を
町
で
買
収
し
た

場
合
は
、
防
衛
の
補
助
対
象
と
な

る
の
か
。

【
回
答
】
河
川
区
域
で
な
い
た
め

補
助
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
課
関
係

●�

主
要
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
（
公
共
下
水
道
事
業
・
合
併

浄
化
槽
事
業
他
）

⑴
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

�

　

進
捗
率　

45
％

⑵�

自
然
に
や
さ
し
い
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

　

�

進
捗
率　

73
％

⑶�

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業

　

工
事
番
号
第
２

－

１

－

12
号

�

　

進
捗
率　

１
０
０
％

　

工
事
番
号
第
２

－

１

－

16
号

�

　

進
捗
率　

１
０
０
％

　

工
事
番
号
第
２

－

１

－

19
号

�

　

進
捗
率　

98
％

　

工
事
番
号
第
２

－

１

－

20
号

�

　

進
捗
率　

70
％

　

工
事
番
号
第
２

－

１

－

30
号

�

　

進
捗
率　

50
％

　

工
事
番
号
第
２

－

１

－

24
号

�

　

進
捗
率　

１
０
０
％

　

工
事
番
号
第
２

－

１

－

25
号

�

　

進
捗
率　

１
０
０
％

　

工
事
番
号
第
２

－

１

－

40
号

�

　

進
捗
率　

10
％

　

業
務
番
号
第
２

－

２

－
８
号

�
�

進
捗
率���

60
％

　

�

東
北
町
公
共
下
水
道
再
構
築
基

本
設
計
業
務�

40
％

　

�

公
共
下
水
道
管
路
施
設
点
検
調

査
業
務�
　

５
％

⑷�

公
営
企
業
法
適
用
化
事
業

　

�

進
捗
率　

40
％

【
質
疑
】
下
水
道
工
事
番
号
2

－

1

－

25
号
明
美
地
区
現
場
の
道
路

が
、
何
本
も
舗
装
仮
復
旧
し
凹
凸

の
状
態
に
な
っ
て
い
る
が
、
道
路

舗
装
の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
来
年
度
、
全
面
復
旧
の

予
定
で
す
。

【
質
疑
】
下
水
道
工
事
な
ど
で
舗

装
復
旧
し
て
い
る
舗
装
が
壊
れ
て

い
る
が
、
町
と
し
て
管
理
指
導
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
原
状
復
旧
を
原
則
と
し
、

工
事
を
発
注
し
て
検
査
を
し
て
い

ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
下
が
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
補
修
等
を
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他

【
質
疑
】
タ
ク
シ
ー
・
運
転
代
行

券
付
食
事
券
発
行
事
業
と
町
内
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
の

状
況
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

【
回
答
】
タ
ク
シ
ー
・
運
転
代
行

券
付
食
事
券
の
残
り
は
、
２
，
４

３
２
冊
の
残
町
内
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
残
り
は
、
上
北
町
商
工

会
で
１
，
２
９
２
冊
の
残
、
東
北

町
商
工
会
は
完
売
し
て
お
り
ま
す
。

【
質
疑
】
夕
方
5
時
以
降
に
券
の

販
売
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

【
回
答
】
タ
ク
シ
ー
・
運
転
代
行

券
付
食
事
券
は
、
12
月
1
日
か
ら

4
日
ま
で
の
期
間
、
商
工
観
光
課

で
19
時
ま
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

�

（
11
月
20
日
開
催
）

　

委
員
長　

沼　

山　

浩　

幸

所
管
事
務
調
査
結
果

〈
11
月
20
日
〉

福
祉
課
関
係

●�

東
北
町
医
療
費
助
成
事
業
に
係

る
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
、
説

明
を
受
け
た
。

1　

概
要

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し

て
、
乳
児
・
幼
児
・
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生
ま
で
の
通
院
及
び

入
院
の
医
療
費
の
自
己
負
担
に
係

る
費
用
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
育
て
費
用
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

　

幼
児
及
び
小
学
生
の
通
院
費
に

つ
い
て
は
、
三
沢
飛
行
場
等
関
連

再
編
関
連
特
別
事
業
を
活
用
し
、

医
療
費
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

２�　

三
沢
飛
行
場
等
関
連
再
編
関

連
特
別
事
業

　

⑴�

東
北
町
幼
児
医
療
費
助
成
事

業

　
　

�

平
成
20
年
３
月
～
令
和
５
年

３
月
ま
で

　

⑵�

東
北
町
小
学
生
医
療
費
助
成

事
業

　
　

�

平
成
20
年
10
月
～
令
和
４
年

３
月
ま
で

３　

基
金
条
例
の
設
置

　

幼
児
及
び
小
学
生
医
療
費
助
成

事
業
に
係
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、

再
編
交
付
金
を
財
源
と
す
る
、
幼

児
医
療
費
助
成
事
業
基
金
及
び
小

学
生
医
療
費
助
成
事
業
基
金
を
設

置
。

【
質
疑
】
事
業
計
画
と
事
業
実
績

を
比
較
す
る
と
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

【
回
答
】
事
業
費
の
実
績
は
、
計

画
よ
り
若
干
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
質
疑
】
計
画
よ
り
実
績
が
多
い

が
、
防
衛
省
は
了
解
し
て
い
る
の

か
。

【
回
答
】
交
付
金
は
実
績
に
基
づ

き
、
そ
の
経
費
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

東　北　町　議　会　だ　よ　り第63号 14令和３年２月18日（　）



学
務
課
関
係

●�

東
北
小
学
校
屋
外
教
育
環
境
施

設
整
備
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
工
事

請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
係
る

専
決
処
分
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
た
。

●�

令
和
２
年
度
主
要
事
業
（
工
事

等
）
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
10
月
末
現
在
）

○
東
北
小
学
校
改
築
事
業
進
捗
率

　
�

東
北
小
学
校
屋
外
教
育
環
境
施

設
設
備
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
工
事

�

96
．
0
％

　

�

東
北
小
学
校
屋
外
教
育
環
境
施

設
整
備
（
遊
具
）
工
事

�
97
．
0
％

　

�

東
北
小
学
校
屋
外
教
育
環
境
施

設
整
備
（
自
然
観
察
園
等
）
工

事�

80
．
0
％

　

�

東
北
小
学
校
屋
外
教
育
環
境
施

設
整
備
（
拡
声
設
備
）
工
事

�

95
．
0
％

○
上
北
小
学
校
改
修
事
業
進
捗
率

　

�

上
北
小
学
校
外
構
整
備
（
構
内

舗
装
）
工
事�

70
．
0
％

　

�

上
北
小
学
校
外
構
整
備
（
構
内

道
路
）
工
事�

78
．
0
％

　

�

上
北
小
学
校
外
構
整
備
（
外

灯
）
工
事�

24
．
0
％

４　事業計画� （単位：千円）

区分 交付金
事業費・計画

H20～ R元 令和２年度 令和３年度 令和４年度

幼 児 医 療 費 76,146 66,353 4,200 4,200 1,393

小学生医療費 272,087 235,375 20,000 16,712 　　　　　－

○
学
校
施
設
整
備
事
業

　

�

上
北
中
学
校
柔
剣
道
場
屋
根
改

修
工
事�

50
．
0
％

○�

学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備

事
業
進
捗
率

　

�

学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
備
品

購
入
（
上
北
中
学
校
）

�
�

－
％
（
10
月
29
日
入
札
済
）

　

学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
備
品

購
入
（
東
北
中
学
校
）

�

－
％
（
10
月
29
日
入
札
済
）

○
公
用
車
購
入

　

�

公
用
車
購
入
（
中
型
バ
ス
47
人

乗
り
）

　

�

－
％
（�

12
月
10
日
前
後
納
車
予

定
）

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事

業

　
�

学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
備
品

購
入
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

　

－
％
（�
11
月
6
日
議
会
承
認
本

契
約
済
）

　

�

学
校
教
育
環
境
整
備
備
品
購
入

（
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
）

�

－
％
（
10
月
8
日
入
札
済
）

そ
の
他

社
会
教
育
課
関
係

●�

令
和
２
年
度
成
人
式
の
開
催
に

つ
い
て
報
告

☆

お

知

ら

せ

東
北
町
テ
レ
ビ

（
東
北
町
自
主
放
送

11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

町
議
会
３
月
定
例
会

放
送
予
定

�

（
３
月
中
旬
）

放
送
日
程
や
内
容
は
、
リ

モ
コ
ン
の
「
番
組
表
」
ボ

タ
ン
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

東
北
町
議
会
だ
よ
り
第
62
号

（
前
回
）
の
掲
載
内
容
一
部
訂

正
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
11
月
５
日
発
行
の
東

北
町
議
会
だ
よ
り
第
62
号
３
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
令
和
元

年
度
各
会
計
決
算
８
件
を
認
定
」

の
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

《
誤
り
》

　

�

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金　

決
算
年
度
末
現
在
高
８
７
，
３

８
５
，
３
７
８
（
千
円
）
増
減

８
７
，
３
３
３
，
２
８
２
（
千

円
）

《
訂
正
》

　

�

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金　

決
算
年
度
末
現
在
高
８
７
，
３

８
５
（
千
円
）
増
減
３
５
，
２

８
９
（
千
円
）

　

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
以

後
、
掲
載
内
容
に
不
備
の
な
い
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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月　日 用　　　　　　務

10月１日 小川原湖環境保全対策特別委員会

10月５日

総務企画常任委員会

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

議会運営委員会

10月21日 議会広報特別委員会

11月５日 小川原湖環境保全対策特別委員会

11月６日

第３回臨時会

第９回全員協議会

上北郡町村議会議長会定例会

11月16日 知事を囲む行政懇談会

11月18日 総務企画常任委員会

11月19日 産業建設常任委員会

11月20日
教育民生常任委員会

青森県後期高齢者医療広域連合議会定例会

11月27日
第４回臨時会

第10回全員協議会

11月30日 議会運営委員会

12月３日 第３回定例会

12月８日 青森県町村議会議長会理事会

12月９日 第３回定例会

月　日 用　　　　　　務

12月10日
第３回定例会

小川原湖環境保全対策特別委員会

12月18日
産業建設常任委員会

分庁舎整備検討特別委員会

12月22日

小川原湖環境保全対策特別委員会 要望活動
（高瀬川河川事務所）
小川原湖環境保全対策特別委員会・基地対策特
別委員会要望活動（大島理森後援会事務所）

12月23日

小川原湖環境保全対策特別委員会 要望活動
（東北地方整備局）

基地対策特別委員会 要望活動（東北防衛局）

　

今
月
は
「
議
会
だ
よ
り
第
６
３

号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
は
、
12
月
定
例
会
を
主
に

編
集
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
一
部

を
要
約
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
町

民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作

り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

匿
名
で
も
結
構
で
す
の
で
ご
投
稿

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

議　
　

長　

笹　

倉　
　
　

健

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

田　

嶋　
　
　

悟

　

副
委
員
長　

市　

川　

俊　

光

　

委　
　

員　

沼　

山　

英　

隆

　

委　
　

員　

沼　

山　

浩　

幸

　

委　
　

員　

和　

田　

勇　

人

　

委　
　

員　

蛯　

名　

竜　

也

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
７
６
―
５
６
―
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
６
―
５
６
―
３
１
１
０

議 会 の 動 き（10～12月）

蛯 

沢 

正 

紀 

氏

　

町
議
会
議
員
三
十
五

年
以
上

　

地
方
自
治
の
振
興
発

展
の
寄
与
が
認
め
ら

れ
、
令
和
２
年
10
月
５

日
付
け
で
、
総
務
大
臣

よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
、
12
月
定
例
会
初
日

の
12
月
３
日
に
、
笹
倉

議
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
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